
傷病手当金・出産手当金の給付の見直しに当たっての論点

（１）傷病･出産手当金の支給額の上下限の設定について

＜現行の制度＞ 標準報酬の３分の２に相当する金額が支給されるが、標準報酬の多寡にかかわ
らず、支給額の上下限は設定されていない。

【論点】 上下限など一定の幅や基準を定めることとしてはどうか。

（２）傷病･出産手当金に係る加入期間要件の設定について

＜現行の制度＞ 健康保険の加入期間にかかわらず、傷病･出産手当金は支給される。

【論点】 一定の加入期間を設定し、この期間を満たさない方については、支給割合を下げたり、
支給期間を短縮してはどうか。

（４）留意点

・ 支給割合について、直近改正の考え方やその後２年しか経過していないことをどう考えるか。

・ 傷病手当金と出産手当金を同様に扱うか、それともそれぞれの位置付けを考えて別に取り扱うべき
か。
・ 労災保険などの国内他制度やＩＬＯ条約との関係に留意する必要があるのではないか。

（３）保険者単位での設定について

【論点】 （１）（２）について、一定の範囲や基準等を法律で定めた上で、保険者単位で設定できる
仕組みが考えられないか。

＜現行の制度＞ 法定給付としては、被用者保険（協会けんぽ、組合健保、共済）共通のものと
なっている。
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